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【目的と意義】我々は伝統医薬物やサプリメントの抗ウイルス作用について検討

し､ウイルス感染症に有効な物質の探索を行っている｡これまでに､インフルエ

ンザウイルス(IFV)感染症に対する有用なブラジル産プロポリスAF-08を見出した

(Antivir.Chem.Chemother.,19,7-14,2008)｡今回､ AF-08に含まれる抗 IFV

物質を検索する一環として､AF-08に主に含まれているフラボノイ ド類化合物の抗

IFV活性を invitroとinvivoで検討した｡【材料と方法】11種類のフラボノイ

ド類化合物を用いて､MDCK細胞を用いたプラーク減少法により抗 IFV活性を検討

した｡IFVは,A/PR/8/34(HINl),A/富山/129/2011(HINl)pdmO9(オセルタミビル､

ベラミビル感受性株､275日,A/富山/26/2011(ⅠIINl)pdmO9(オセルタミビル､ベラ

ミビル耐性株､275Y)を用いた｡また､MTT法を用いて､MDCK細胞に対するフラボノ

イ ド類化合物の細胞毒性を検討した｡BALB/Cマウス(6週令,雌)に PR8株 (1000

PFU/マウス)を鼻腔内接種し､フラボノイ ド類化合物 (30mg/kg)を1日2回､7

日間経口投与した｡感染後､体重変化および延命作用を観察した｡【結果および考

察】プラーク減少法の結果､11種類のフラボノイ ド類化合物のうち4種類に抗 IFV

活性が認められた｡この4種のうち3種[ケンフェロール(KP)､アピゲニンとクマ

リン酸]は､用いた PR8株､新型 HINl株と新型 HINl耐性株に対し有効であった｡

また､これら 3種類のうちKPは､PR8株経鼻感染マウスの生存日数を有意に延長

した｡したがって､11種類のフラボノイ ド類化合物のうち､KPだけがマウスにお

けるインフルエンザ病態改善に有効であったので､KPは､抗 IFV作用を示すプロ

ポリスAF-08の有効成分の一つであると考えられた｡現在､KPの invivoにおけ

る抗 IFV活性を詳細に検討している｡


